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Readbackerの現状
• Readbacker：

• INTTラダー上の読み出しチップ(FPHX)の情報(レジスタ値)を読み出す。
• 現状と課題

• Bus-Extender(BEX)を接続し、読出し線路が長くなると、読み出したデータが設定値と違う。
• 問題の症状

• 設定値と読み出し値が違い、1ビットずれているように見える。

• 改良方針
• 1ビットずれを補正するようにROC-FPGAを変更する。

• 結論
• 作業をはじめた。 環境は動いているように見える
• FPGAコードのコンパイルに失敗
• FPGAのVerifyに失敗
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ROC-FPGA
• SlowControl FPGA:

• SlowControlコマンドをラダーに送受信する。Readbackerで使用
• DataFPGA

• ラダーで収集したデータを受信してFEM (FELIX)に送信する
• JTAG-FPGA

• システム更新用のFPGA。 使っていない
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セットアップ
• 開発環境

• LIBERO SOC v11.9 (ProAsic3Eで使える)
• 論理合成＋配線ツール(Xilinx ISEに対応)
• V11.9はProASIC3E用の最終版
• 最新版(v12)はProASIC3Eが未対応。
• FVTX開発にはv9.1が使われている

• Win10
• FVTXはWin7で開発したと思われる
• Libero11.9のセットアップはそれなりに手間がかかる

• ライセンスの入手と設定
• ライセンスサーバーの登録など。

• FlashPro(ソフトウェア)
• FPGA書き込み用ソフトウェア (Xilinx iMPACTに対応)

• PCとの接続関係
• プログラマー： FlashPro5 

MicroChip社製
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環境の動作テスト
• カウンタ回路を作成し、論理合成→シミュレーションをしてみた

• 動いた
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SlowControl FPGAのコンパイル

• 失敗
• 調査を続ける

• Libero v9.1 @ 
Win7も試してみ
る？

2022/12/7 ROC FPGAの現状 6



FlashProによるFPGAのVerify
• FVTXのWebページにあるFPGAコードを使ってROCの

SlowControlFPGAをVerify(同じコードかどうかのチェック)する
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FPGAとの通信

• デバイスコードの
読出しに成功

• 通信できた
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Verifyのテスト
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エラーメッセージの意味

• デザインが違うというエラーに見える

• FVTXのウェブサイトにあるコードを複数試したが失敗した。
• 試していないものもあるので、もうしばらくテストする予定。
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まとめ

• ROC slowcontrol FPGAの修正作業をはじめた。
• 開発環境は動いているように見える
• FPGAコードのコンパイルに失敗
• FPGAのVerifyに失敗

• 開発に向けての準備
• ROC用のベンチ(ROC＋電源のみ)を準備する予定

• 宇宙線測定と分けるため
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